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キリギリスはなぜ

な

鳴くの 

●
な

鳴くのは
な か ま

仲間への
あ い ず

合図 

 キリギリスやバッタは、うっそうと
しょくぶつ

植物がしげった
くさ

草むらで、
せいかつ

生活しています。
おな

同じ
なか

仲
ま

間

どうしがどこにいるのか、おたがいに
すがた

姿も
み

見えず、
さが

探すのもむずかしい
かんきょう

環境です。
ちか

近い
な か ま

仲間

のバッタは、
はね

羽がりっぱで
とお

遠くまで
と

飛べますが、キリギリスは、
うし

後ろ
あし

足でぴょんととびはね

るぐらいで、あとは、しげみの
なか

中を
ある

歩き
まわ

回っています。
たまご

卵を
う

産むために、
おな

同じ
な か ま

仲間のオス

とメスが
で

出
あ

会うのも、むずかしいのです。 

 そこで、
せいちゅう

成虫になったオスは、
はね

羽をこすり
あ

合わせて、ギースチョンとさかんに
な

鳴くよう

になります。
な

鳴き
ごえ

声でオスのいる
ば し ょ

場所がわかると、メスが
ちか

近
よ

寄っていきます。オスどうしも、
な

鳴き
ごえ

声で、おたがいにあまり
ちか

近くに、か 

たまらないようにしま
 

す。 

●キリギリスの
な

鳴くしくみ 

 キリギリスは、
さ ゆ う

左右の
まえ

前ばねをこすり
あ

合わ 

せて
な

鳴きます。
ひだりまえ

左前ばねの
うらがわ

裏側に、ぎざぎざ 

したやすりのような
ぶ ぶ ん

部分があり、
みぎまえ

右前ばねの 
おもてがわ

表側には、まさつ
へん

片とよばれるものと、それ 

にくっついた
はつおんきょう

発音鏡があります。この
さ ゆ う

左右の 

はねの、やすり
ぶ ぶ ん

部分とまさつ
へん

片をこすり
あ

合わ 

せて
おと

音を
だ

出し、その
おと

音が、
はつおんきょう

発音鏡で
おお

大きくひ 

びくようになっています。メスは、
な

鳴きませ 
 

ん。（監修・中山 周平） 

 

左前ばね     右前ばね 
 （裏）      （表） 

やすり 
 部分

発音鏡 

まさつ片


